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は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
宮
城
県
の
総
合
的
な
写
真
史
研
究
は
殆
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
私
の
報
告
も
既
刊
の
文
献
類
を
な
ぞ
っ
た
付

け
焼
き
刃
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を
初
め
に
お
断
り
し
て
お
く
。

昭
和
期
ま
で
の
地
域
史
を
ま
と
め
た
『
宮
城
縣
誌
』
や
『
仙
台
市
史
』
を
は
じ
め
と
す
る
各
市
町
村
史
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
が
、
近
代
の
文
化
史
、
文
化
活
動
史
の
項
に
、
写
真
を
め
ぐ
る
動
向
が
記
述
さ
れ
て
い
る
例
は
稀
で
あ
る
。
明
治
時

代
以
降
に
全
国
に
広
が
っ
た
写
真
は
、
写
真
館
と
い
う
店
舗
を
も
つ
生
業
と
し
て
の
民
間
技
能
で
あ
り
、
ま
た
記
念
や
記

録
、
報
道
、
印
刷
、
広
告
と
い
っ
た
業
務
を
担
う
一
職
能
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
明
治
後
期
に
な
る
と
、
高
価
で
は
あ
っ
た

が
カ
メ
ラ
や
写
真
材
料
が
市
販
さ
れ
、
富
裕
層
の
新
し
い
「
高
級
趣
味
」
と
し
て
の
写
真
も
広
が
る
。
こ
れ
ら
は
「
ア
マ

チ
ュ
ア
（
素
人
）
写
真
家
」
と
い
う
呼
称
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
好
事
家
た
ち
の
本
業
を
離
れ
た
道
楽
と
み
な
さ
れ
、
伝

統
的
な
芸
事
を
扱
う
文
化
史
や
芸
術
評
論
の
対
象
の
外
に
置
か
れ
て
き
た
の
は
、本
県
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
芸
術
写
真
」
は
芸
術
と
認
知
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

余
談
だ
が
、
文
化
庁
所
管
の
日
本
芸
術
院
を
構
成
す
る
部
門
枠
に
写
真
は
な
い
の
で
、
写
真
家
は
芸
術
院
会
員
に
は
な

れ
な
い
。
戦
前
の
文
部
省
展
覧
会
（
文
展
）、
帝
国
美
術
展
覧
会
（
帝
展
）
の
流
れ
を
汲
む
現
在
の
日
展
（
一
九
五
八
年

社
団
法
人
と
し
て
創
立
）
も
、定
款
に
「
総
合
美
術
展
覧
会
」
と
い
う
言
葉
を
掲
げ
る
も
の
の
未
だ
に
写
真
部
門
は
無
い
。

こ
う
し
た
中
央
画
壇
の
組
織
に
倣
っ
た
か
た
ち
で
、
本
県
で
も
一
九
六
四
年
に
宮
城
県
芸
術
協
会
（
現
公
益
社
団
法
人
）

が
結
成
さ
れ
た
。
創
立
時
か
ら
あ
っ
た
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
道
な
ど
の
部
門
に
写
真
部
が
加
わ
っ
た
の
は
、
三
〇
年

近
く
後
の
一
九
九
三
年
で
あ
る
。

さ
て
、
郷
土
の
写
真
史
を
辿
れ
る
出
版
物
は
、
一
九
八
八
年
に
宮
城
県
写
真
師
会
連
合
会
が
発
行
し
た
『
宮
城
県
写
真
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一
〇
〇
年
史
』
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
県
内
各
地
の
営
業
写
真
館
の
歴
史
を
回
顧
し
た
も
の
だ
が
、
写
真
館
主
が
関
わ
っ

た
写
真
グ
ル
ー
プ
な
ど
へ
の
言
及
は
な
く
、
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
史
を
調
べ
る
手
が
か
り
は
見
出
せ
な
い
。

ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
は
、
活
動
が
短
期
で
終
わ
っ
た
り
、
本
業
の
事
情
で
過
去
を
封
印
し
た
り
す
る
例
も
少
な
く
な
い
。

地
域
写
真
史
の
調
査
が
遅
れ
た
結
果
、
せ
っ
か
く
戦
災
は
免
れ
た
も
の
の
、
家
屋
の
建
替
、
代
替
わ
り
、
引
越
し
、
そ
し

て
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
自
然
災
害
に
よ
っ
て
多
く
の
写
真
作
品
や
関
連
資
料
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
地
域

の
美
術
を
扱
う
学
芸
員
の
職
に
あ
っ
た
者
と
し
て
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
以
下
は
、
昭
和
前
期
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
写
真
雑
誌
な
ど
の
記
事
や
、
近
年
の

研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
写
真
史
に
関
わ
る
断
片
的
な
情
報
を
拾
い
集
め
て
紹
介
す
る
宮
城
県
写
真
史
調
査
の
中

間
報
告
で
あ
る
。

１ 

先
駆
者
た
ち

大
正
か
ら
昭
和
前
期
を
顧
み
る
の
に
あ
た
り
、
そ
れ
以
前
の
宮
城
県
の
写
真
史
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
本
県
の
写
真
の

開
祖
と
さ
れ
る
の
は
遠
藤
陸
郎
（
一
八
四
五
―
一
九
一
四
）
で
あ
る
。
仙
台
藩
が
幕
末
に
結
成
し
た
洋
式
銃
隊
に
属
し
て

い
た
陸
郎
は
、
戊
辰
戦
争
時
に
藩
を
出
て
函
館
戦
争
に
参
戦
し
た
の
ち
仙
台
に
戻
り
、
弟
の
寛
哉
と
一
八
七
六
年
に
大
町

に
写
真
館
を
開
業
し
た

１
。
函
館
で
写
真
を
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
が
確
証
は
な
い
。
七
八
年
に
立
町
通
に
移
転
。
八
三
年

に
「
早
撮
り
」
で
有
名
な
東
京
の
江
崎
礼
二
が
来
仙
し
た
折
に
助
手
を
つ
と
め
、
自
ら
も
「
早
撮
写
真
師
」
と
い
う
技
術

力
を
広
告
に
掲
げ
、
ス
タ
ジ
オ
で
の
肖
像
撮
影
に
と
ど
ま
ら
ず
、
記
録
、
報
道
的
な
撮
影
も
手
が
け
る
よ
う
に
な
る
。
江

崎
と
の
出
会
い
を
機
に
、
も
う
一
人
の
弟
の
誠
を
江
崎
の
下
に
修
業
に
出
し
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
に
留
学
さ
せ
た
。
誠
は
、
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最
新
の
写
真
の
技
術
や
写
真
館
の
経
営
術
を
学
ん
で
仙
台
に
帰
り
、
遠
藤
写
真
館
を
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
せ
て
評
判
を
高

め
た
と
い
う
。

陸
郎
は
一
八
八
五
年
に
仙
台
藩
に
秘
蔵
さ
れ
て
き
た
支
倉
常
長
関
係
資
料
（
現
国
宝
・
ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
登
録
）
を

撮
影
し
て
い
る
。
ま
た
、
八
八
年
に
は
磐
梯
山
の
噴
火
を
知
っ
て
会
津
に
赴
き
、
被
災
現
場
を
撮
り
歩
い
て
即
座
に
報
道

写
真
集
を
頒
布
す
る
な
ど
営
業
の
幅
を
広
げ
た
。
そ
の
業
績
に
よ
っ
て
人
脈
が
広
が
り
、
九
一
年
に
は
宮
内
省
の
千
島

探
検
に
同
行
し
、
記
録
写
真
を
献
上
し
た
。
日
清
戦
争
時
に
は
仙
台
の
陸
軍
第
二
師
団
に
従
軍
写
真
師
と
し
て
同
行
し
、

九
四
年
に
『
戦
勝
国
一
大
記
念
帖
』
を
刊
行
し
て
い
る
。

明
治
一
〇
―
二
〇
年
代
、
三
兄
弟
が
営
む
遠
藤
写
真
館
は
当
地
を
代
表
す
る
写
真
館
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
〇
二

年
に
仙
台
の
店
を
閉
め
て
、
弟
た
ち
と
台
湾
に
移
住
し
、
台
南
市
に
写
真
館
を
開
く
。
一
九
一
四
年
に
陸
郎
が
歿
し
た
後

も
、
弟
た
ち
が
写
真
館
の
営
業
を
続
け
た
。
一
九
二
〇
年
こ
ろ
か
ら
、
砂
糖
商
・
安
部
幸
商
店
の
台
南
支
店
に
赴
任
し
て

い
た
木
村
伊
兵
衛
が
、
こ
の
遠
藤
写
真
館
に
通
っ
て
写
真
の
基
礎
技
術
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
遠
藤
陸

郎
は
、
宮
城
県
に
お
け
る
写
真
の
開
祖
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
フ
ォ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
草
分
け
で
あ
り
、
そ
の

弟
た
ち
は
、
の
ち
に
写
真
界
の
巨
匠
と
な
る
木
村
の
師
で
も
あ
っ
た

２
。

遠
藤
陸
郎
と
同
世
代
で
、
仙
台
藩
士
か
ら
写
真
師
と
し
て
名
を
成
し
た
佐
久
間
範
造
（
半
真
・
一
八
四
四
―
九
七
）
の

名
も
先
駆
者
と
し
て
あ
げ
て
お
こ
う
。
佐
久
間
は
涌
谷
町
の
生
ま
れ
で
、
旧
姓
は
宍
戸
。
陸
郎
と
同
じ
く
戊
辰
戦
争
の
折

に
函
館
の
戦
い
に
加
わ
っ
た
。
維
新
後
も
北
海
道
に
残
っ
て
写
真
を
学
び
、
一
八
八
一
年
頃
に
小
樽
に
写
真
館
を
開
業
し

て
い
る
。
開
拓
使
の
依
頼
で
撮
影
し
た
鉄
道
敷
設
工
事
の
写
真
は
、
撮
影
者
が
判
る
記
録
写
真
の
秀
作
と
し
て
早
く
か
ら

評
価
さ
れ
て
き
た
。
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仙
台
に
話
を
戻
す
と
、
遠
藤
写
真
館
が
大
町
に
開
業
し
た
翌
年
の
一
八
七
七
年
に
は
松
尾
官
（
寛
）
亮
が
常
盤
町
に
、

高
桑
義
盛
が
公
園
前
に
開
業
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
東
京
浅
草
の
北
庭
筑
波
が
仙
台
に
進
出
し
て
弟
子
に
営
業
さ
せ
、
遠

藤
写
真
館
が
立
町
通
本
店
の
他
に
二
支
店
を
開
設
す
る
な
ど
競
争
が
激
化
し
て
い
っ
た
中
で
、
明
治
中
期
以
降
の
仙
台
の

写
真
業
者
を
牽
引
す
る
の
が
、
一
八
八
八
年
に
東
一
番
町
に
開
業
し
た
酒
田
出
身
の
白
崎
民
治
（
一
八
五
七
―
？
）
で
あ

る
。
一
〇
年
ほ
ど
早
く
開
業
し
た
遠
藤
写
真
館
と
並
ん
で
、
官
庁
や
第
二
師
団
、
東
北
帝
大
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
な
ど

の
公
式
撮
影
も
受
注
し
て
い
た
。
ま
た
白
崎
は
、
幻
燈
機
を
購
入
し
て
一
八
九
六
年
に
仙
台
南
町
の
仙
台
座
で
幻
燈
会
を

催
し
、
翌
九
七
年
に
は
同
じ
仙
台
座
に
お
い
て
活
動
写
真
を
上
映
し
て
お
り
、
神
戸
、
京
都
、
大
阪
、
東
京
に
次
ぐ
地
方

に
お
け
る
最
初
期
の
映
画
興
業
主
と
し
て
も
知
ら
れ
る

３
。

白
崎
写
真
館
に
は
弟
子
た
ち
が
集
ま
り
、
門
下
の
写
真
師
が
県
の
内
外
で
開
業
し
て
い
っ
た
。
そ
の
中
の
出
世
頭
が
、

天
童
出
身
の
大
武
丈
夫
（
一
八
七
八
―
一
九
三
〇
）
で
あ
る
。
一
九
〇
一
年
に
独
立
し
て
師
匠
の
白
崎
写
真
館
の
斜
め
向

か
い
に
写
真
館
を
開
業
し
た
大
武
は
、
最
新
の
機
材
を
導
入
し
て
評
判
を
高
め
た
。
宮
内
省
、
陸
軍
御
用
写
真
師
に
も
認

定
さ
れ
、
一
九
〇
八
年
に
は
当
時
皇
太
子
だ
っ
た
大
正
天
皇
の
松
島
行
啓
に
同
行
し
て
『
東
宮
殿
下
行
啓
記
念
写
真
帖
』

を
刊
行
。
翌
年
に
は
、
上
京
し
て
日
比
谷
に
洋
式
三
階
建
の
写
真
館
を
開
業
し
、
首
都
の
政
財
界
の
顧
客
を
集
め
た
。
当

時
貴
族
院
議
員
で
日
銀
副
総
裁
だ
っ
た
高
橋
是
清
（
養
父
は
仙
台
藩
士
）
を
撮
っ
た
写
真
が
同
年
の
ド
イ
ツ
国
際
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
で
最
高
賞
を
得
て
い
る
。
山
形
県
出
身
で
仙
台
に
写
場
を
開
い
た
白
崎
民
治
と
大
武
丈
夫
は
、『
写
真
新
報
』

一
六
一
号
（
一
九
一
二
年
二
月
）
の
「
本
邦
写
真
家
列
伝
13
」
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
全
国
に
知
ら
れ
る
写
真
家
と
な
っ
た
。

『
宮
城
県
写
真
一
〇
〇
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
末
、
一
九
一
〇
年
の
仙
台
の
写
真
館
は
一
一
館
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
八
年
に
は
、ド
イ
ツ
領
だ
っ
た
中
国
の
青
島
で
写
真
を
学
ん
で
き
た
阿
部
福
也
が
元
寺
小
路
に
写
真
館
を
開
業
し
、
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現
在
も
子
孫
が
阿
部
写
真
館
と
し
て
国
分
町
で
営
業
し
て
い
る
。
東
京
日
比
谷
の
大
武
写
真
館
は
そ
の
後
火
災
で
焼
失
す

る
が
、
仙
台
に
戻
り
大
武
写
真
館
の
看
板
を
門
弟
の
小
関
昌
輔
が
引
き
継
い
で
今
日
に
い
た
る
。
小
関
は
戦
後
に
「
大
武

写
真
サ
ー
ク
ル
」
を
主
宰
し
、
ま
た
カ
メ
ラ
や
写
真
感
材
を
扱
う
小
関
商
店
（
現
株
式
会
社
コ
セ
キ
）
も
設
立
し
た
。
白

崎
写
真
館
は
息
子
の
民
輔
が
継
い
だ
が
、
の
ち
に
廃
業
し
て
現
在
は
な
い
。
大
正
か
ら
昭
和
の
時
代
に
宮
城
県
内
で
創
業

し
た
写
真
館
の
多
く
は
、
白
崎
、
大
武
、
阿
部
の
系
譜
に
連
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

２ 

大
正
〜
昭
和
前
期
の
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
た
ち

カ
メ
ラ
や
写
真
感
剤
の
大
衆
化
、
撮
影
や
現
像
、
引
伸
し
な
ど
の
技
法
解
説
書
の
刊
行
、
そ
し
て
写
真
雑
誌
の
興
隆
と

と
も
に
、
宮
城
県
に
お
い
て
も
、
明
治
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
県
内
各
地
で
、
作
品
と
し
て
の
写
真
を
研
鑽
す
る
ア

マ
チ
ュ
ア
写
真
団
体
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
日
本
写
真
協
会
編
『
日
本
写
真
史
年
表
』（
講
談
社
、
一
九
七
六
年
）
に
は
、

一
九
〇
四
年
に
伊
達
宗
充
ら
が
登
米
写
友
会
を
結
成
と
の
記
載
が
あ
る
。
伊
達
宗
充
は
登
米
伊
達
家
の
一
四
代
を
継
い
だ

寧
裕
の
兄
基
寧
の
子
息
で
、
の
ち
に
白
石
姓
と
な
っ
た
人
物
。
同
名
の
一
一
代
当
主
と
は
別
人
で
あ
る
。
現
当
主
の
伊
達

宗
弘
氏
（
仙
台
大
学
客
員
教
授
・
元
宮
城
県
図
書
館
長
）
に
よ
れ
ば
、
早
く
に
登
米
町
を
離
れ
た
の
で
宗
充
に
関
す
る
資

料
は
残
っ
て
い
な
い
と
い
う

４
。

登
米
写
友
会
に
三
年
遅
れ
て
一
九
〇
七
年
に
、
前
述
し
た
白
崎
民
治
と
大
武
丈
夫
が
中
心
と
な
っ
て
仙
台
写
友
会
を
結

成
し
て
い
る
。
写
友
会
と
い
う
名
称
か
ら
、
二
人
の
プ
ロ
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
ア
マ
チ
ュ
ア
を
組
織
し
た
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
後
、
大
正
期
の
県
内
で
は
、『
古
川
市
史
（
下
）』（
一
九
七
二
年
刊
）
掲
載
年
表
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
八
年
に
コ
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ス
モ
ス
倶
楽
部
（
古
川
）
が
、
前
掲
『
日
本
写
真
史
年
表
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
九
年
に
仙
台
写
真
倶
楽
部
、
二
一
年
に

仙
台
写
真
協
会
、
二
二
年
に
趣
光
会
（
気
仙
沼
）
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

『
日
本
写
真
年
鑑 

大
正
一
四
―
一
五
年
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
二
六
年
）の
全
国
写
真
団
体
名
簿
に
は
、仙
台
写
真
会（
会

員
三
五
名
／
代
表
＝
田
中
文
治
郎
／
事
務
所
＝
仙
台
市
大
町
五
丁
目 

櫻
井
方
）、
石
巻
写
真
倶
楽
部
（
会
員
六
二
名
／
代

表
＝
毛
利
総
一
郎
／
事
務
所
＝
石
巻
橋
横
町 

み
ど
り
や
文
具
）、
石
陽
写
真
同
好
会
（
会
員
一
〇
名
／
代
表
＝
月
野
二
郎

／
事
務
所
＝
石
巻
町
坂
下
町 

千
葉
写
真
館
）
の
三
団
体
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
年
発
行
の
『
ア
ル
ス
写
真
年
鑑 

一
九
二
六
年
版
』（
ア
ル
ス
、
一
九
二
六
年
）
の
全
国
写
真
団
体
一
覧
に
は
、
白

光
会
（
事
務
所
＝
刈
田
郡
白
石
町
中
町
一
八 

関
谷
薬
店
／
代
表
者
、
会
員
数
な
ど
記
載
な
し
）、
淡
光
写
友
会
（
事
務
所

＝
仙
台
市
柳
町
一
〇
番
地 
ス
ズ
キ
薬
局
写
真
材
料
部
／
代
表
者
、
会
員
数
な
ど
記
載
な
し
）、
新
興
写
真
会
（
会
員
数

二
八
名
／
代
表
＝
千
葉
仙
／
事
務
所
＝
仙
台
市
大
町
五
丁
目 

櫻
井
光
栄
堂
内
／
創
立
＝
一
九
二
五
年
三
月
／
活
動
＝
年

二
回
展
覧
会
開
催
）、
仙
台
写
真
同
人
会
（
事
務
所
＝
仙
台
市
南
町
四
三 

木
村
文
化
堂
内
／
代
表
者
・
会
員
数
な
ど
記
載

な
し
）、
趣
光
会
（
会
員
二
〇
名
／
代
表
＝
新
沼
綱
五
郎
／
事
務
所
＝
本
吉
郡
気
仙
沼
南
町
六
四 

梁
川
常
三
郎
方
／
創
立

＝
一
九
二
二
年
三
月
／
活
動
＝
展
覧
会
、
撮
影
会
開
催
）
の
五
団
体
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

前
記
二
冊
の
年
鑑
の
六
年
後
に
発
行
さ
れ
た
『
日
本
写
真
年
鑑 

昭
和
六
―
七
年
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
三
二
年
）
の

全
関
東
写
真
団
体
名
簿
に
は
、
県
内
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
仙
台
写
真
倶
楽
部
（
会
員
四
八
名
／
代
表
＝
槙
傳
次
郎
／
連
絡

先
＝
仙
台
市
大
町
五
丁
目 

櫻
井
方
）、
仙
台
写
真
研
究
会
（
会
員
一
八
名
／
代
表
＝
佐
々
木
清
義
／
連
絡
先
＝
仙
台
市
大

町
五
丁
目 

櫻
井
晃
栄
堂
内
）、
仙
台
写
真
師
同
好
会
（
会
員
二
二
名
／
連
絡
先
＝
仙
台
市
東
一
番
町 

白
崎
方
）、
仙
台
写

真
同
好
会
（
会
員
六
名
／
代
表
＝
半
沢
正
二
郎
、
田
中
文
二
郎
／
連
絡
先
＝
仙
台
市
東
二
番
町
六
九
）、
仙
台
写
真
同
人
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会
（
会
員
一
〇
名
／
代
表
＝
木
村
政
義
／
連
絡
先
＝
仙
台
市
南
町 

木
村
文
化
堂
内
）、
陽
石
（
筆
者
註
・
石
陽
の
誤
記
か
）

写
真
同
好
会
（
会
員
四
二
名
／
代
表
＝
毛
利
総
一
郎
／
連
絡
先
＝
石
巻
町
橋
横 

み
ど
り
や
文
具
内
）、
仙
南
写
真
研
究
会

（
会
員
五
名
／
代
表
＝
横
山
忠
蔵
、
伊
藤
博
／
連
絡
先
＝
亘
理
町
中
野
二
五 

横
山
方
）
の
七
団
体
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

前
記
し
た
年
鑑
に
は
未
掲
載
だ
が
、『
日
本
写
真
史
年
表
』
の
昭
和
期
の
頁
に
は
、
一
九
三
〇
年
一
〇
月
に
古
川
光
画

倶
楽
部
、
三
八
年
七
月
に
七
光
会
（
登
米
市
佐
沼
）
結
成
の
記
事
が
載
る
。

大
正
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
写
真
同
好
会
は
、
所
属
会
員
数
が
、
数
名
か
ら
六
〇
名
を
こ
え
る
団
体
ま
で
規
模
は
多
彩
で

あ
り
、
写
真
機
材
・
材
料
を
商
う
商
店
や
写
真
館
が
連
絡
先
と
な
っ
て
い
た
。
仙
台
の
複
数
の
団
体
の
事
務
所
と
な
っ
て

い
た
櫻
井
晃
栄
堂
は
写
真
材
料
商
で
、
写
真
帖
等
の
印
刷
出
版
業
も
営
ん
で
い
た
。
主
人
の
櫻
井
常
吉
は
、
一
九
一
二
年

七
月
に
仙
台
初
の
洋
風
喫
茶
店
カ
フ
ェ
・
ク
レ
ー
ン
を
開
業
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
る

５
。
こ
こ
が
こ
の
時
代
の
仙

台
の
写
真
文
化
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
木
村
政
義
が
経
営
す
る
写
真
機
・
写
真
材
料
店
の
木
村
文

化
堂
（
現
キ
ム
ラ
文
化
堂
）
も
も
う
ひ
と
つ
の
拠
点
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

各
地
の
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、
撮
影
会
や
写
真
展
の
開
催
も
あ
る
が
、
大
正
一
〇
年
頃
か
ら
相
次
い

で
創
刊
さ
れ
た
写
真
雑
誌
の
月
例
コ
ン
テ
ス
ト
を
め
ざ
す
研
鑽
会
が
主
だ
っ
た
。
会
員
の
集
ま
り
は
、
写
真
表
現
論
や
機

材
や
現
像
、引
伸
し
、印
画
技
術
に
関
す
る
情
報
交
換
の
場
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
各
グ
ル
ー
プ
に
は
、秀
で
た
能
力
の
リ
ー

ダ
ー
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。
前
記
の
団
体
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
で
、大
正
か
ら
昭
和
初
期
の『
芸

術
写
真
』（
芸
術
写
真
社
）、『
カ
メ
ラ
』（
ア
ル
ス
）、『
写
真
芸
術
』（
東
新
書
店
出
版
部
、写
真
芸
術
社
）、『
芸
術
写
真
研
究
』

（
ア
ル
ス
、
光
大
社
）、『
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
』（
朝
日
新
聞
社
）
と
い
っ
た
雑
誌
に
名
を
見
出
せ
る
の
は
、
田
中
文
二
郎
と
千

葉
仙
で
あ
る
。
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仙
台
写
真
会
の
田
中
文
治
郎
は
、仙
台
写
真
同
好
会
の
田
中
文
二
郎
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。田
中
は
、『
カ
メ
ラ
』や『
ア

ル
ス
写
真
年
鑑
』
な
ど
に
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
人
物
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

新
興
写
真
会
の
千
葉
仙
は
、
福
原
信
三
、
福
原
路
草
、
太
田
黒
元
雄
、
掛
札
功
ら
が
同
人
と
な
っ
て
一
九
二
一
年
に

創
刊
し
た
理
論
派
の
上
級
者
向
け
雑
誌
『
写
真
芸
術
』
の
「
写
真
芸
術
展
覧
会
」
か
ら
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
ア
マ
チ
ュ

ア
写
真
家
で
あ
る
。
関
東
大
震
災
の
後
、

一
九
二
三
年
に
『
写
真
芸
術
』
が
廃
刊
と

な
る
と
、
ア
ル
ス
の
『
芸
術
写
真
研
究
』

主
筆
の
中
嶋
謙
吉
の
知
遇
を
得
て
、
人

物
、
風
景
、
静
物
を
被
写
体
と
し
た
絵

画
的
な
写
真
を
発
表
し
て
ゆ
く
【
図
１
】。

千
葉
の
作
品
は
高
く
評
価
さ
れ
、
中
嶋

が
企
画
し
た
ア
ル
ス
芸
術
写
真
画
集
シ

リ
ー
ズ
の
一
巻
と
し
て
個
人
作
品
集
の

刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
ア
ル

ス
芸
術
写
真
画
集
は
一
九
二
六
年
に
第

一
編
『
高
山
正
隆
写
真
画
集
』、
第
二
編

『
西
山
清
写
真
画
集
』
が
発
行
さ
れ
た
が
、

既
刊
書
の
巻
末
に
近
刊
と
し
て
告
知
さ

図１ 千葉仙《習作》『芸術写真研究』
1924 年１月
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れ
て
い
た
【
図
２
】
福
原
信
三
、千
葉
仙
、

淵
上
白
陽
、
高
田
皆
義
の
巻
は
未
刊
に
終

わ
っ
た
。
ま
た
千
葉
は
、
隣
県
の
福
島
で

一
九
二
三
年
に
結
成
さ
れ
た
二
葉
会
の

中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
佐
藤
信
、
本
田
仙

花
ら
と
親
交
を
結
び
、「
自
由
で
、
生
々

し
い
」
千
葉
の
作
風
が
佐
藤
た
ち
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
と
い
う

６
。
様
式
化
さ

れ
た
印
画
技
巧
に
走
り
が
ち
な
こ
の
時

期
の
ピ
ク
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
写
真
に
あ
っ

て
、
木
炭
デ
ッ
サ
ン
の
よ
う
な
重
厚
な
階

調
と
大
胆
な
構
図
で
被
写
体
の
存
在
感

を
表
現
し
た
千
葉
の
写
真
は
、
所
属
グ
ル
ー
プ
名
の
「
新
興
」
の
香
り
が
す
る
造
形
性
を
持
っ
て
お
り
、
他
の
ア
マ
チ
ュ

ア
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
福
原
信
三
ら
と
肩
を
並
べ
る
大
正
か
ら
昭
和
前
期
の
芸
術
写
真
に
名
を
残

す
写
真
家
だ
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
当
時
、
仙
台
市
外
記
丁
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
し
か
判
っ
て
お
ら
ず
、
印
刷
図

版
で
し
か
作
品
を
鑑
賞
で
き
な
い
。

昭
和
一
〇
年
代
に
な
る
と
カ
メ
ラ
人
口
も
急
増
し
、
新
聞
社
が
取
材
要
員
と
し
て
各
地
の
ア
マ
チ
ュ
ア
を
組
織
化
し
て

い
っ
た
。『
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
』
一
九
三
八
年
二
月
号
に
「
東
北
地
方
写
真
座
談
会
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
出
席
者
は
、

図２ アルス芸術写真画集刊行案内
『高山正隆写真画集』1925 年 巻末広告



宮城県の写真史 大正〜昭和前期の動向095

唐
武
（
盛
岡
写
真
連
盟
会
長
）、
岩
淵
友
義
（
古
川
光
画
倶
楽
部
）、
椎
名
長
吉
（
仙
台
簡
易
保
険
支
局
）、
安
富
保
蔵
（
千

代
田
生
命
仙
台
支
部
長
）、
戸
井
堯
（
長
町
駅
）、
星
亀
撤
（
東
北
帝
大
医
学
部
）、
毛
利
秋
俊
（
朝
日
新
聞
仙
台
支
局
長
）、

松
野
志
氣
雄
（
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
編
集
部
）
の
八
名
（
肩
書
、所
属
は
掲
載
時
の
も
の
）。
仙
台
で
開
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、

朝
日
新
聞
関
係
者
と
盛
岡
の
唐
武
を
除
い
た
五
名
の
出
席
者
は
、
宮
城
県
在
住
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
岩
淵
、
椎
名
は

こ
の
時
期
の
同
誌
月
例
コ
ン
テ
ス
ト
の
常
連
入
選
者
で
あ
る
。

座
談
会
で
は
、冬
の
風
景
、風
俗
、温
泉
と
い
っ
た
地
域
の
撮
影
ガ
イ
ド
か
ら
、フ
ィ
ル
タ
ー
、光
線
、雪
の
写
し
方
と
い
っ

た
技
術
情
報
ま
で
読
者
の
参
考
に
な
る
話
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、編
集
部
か
ら
写
真
の
傾
向
に
つ
い
て
聞
か
れ
、

「
一
時
流
行
り
ま
し
た
新
興
写
真
な
ん
か
、
吾
々
か
ら
見
る
と
ど
う
い
ふ
意
味
で
つ
く
っ
て
い
る
の
か
全
然
判
り
ま
せ
ん
」

（
安
富
）、「
仙
台
の
方
と
は
別
で
す
が
、
私
の
方
（
註
・
古
川)

は
片
田
舎
な
も
の
で
す
か
ら
、
尚
更
に
さ
う
い
ふ
時
代

の
風
潮
に
乗
る
と
云
う
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
で
す
」（
岩
淵
）、「
人
為
的
に
も
自
然
的
に
も
変
化
の
乏
し
い
東
北
地
方
は
、

作
画
の
上
に
も
鈍
重
で
所
謂
新
し
い
写
真
と
云
う
も
の
に
は
興
味
が
う
す
い
や
う
で
す
ね
。
私
な
ど
は
い
ろ
い
ろ
手
を
入

れ
た
写
真
は
正
道
を
ゆ
く
も
の
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」（
戸
井
）
と
い
っ
た
保
守
的
な
意
見
で
座
が
閉
じ
ら
れ

て
い
る
。
昭
和
一
〇
年
代
の
東
北
に
お
い
て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
で
終
わ
っ
た
多
く
の
写
真
愛
好
者
た
ち
に
共
通
す
る
心
情
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
東
北
地
方
特
集
に
は
、
座
談
会
出
席
の
椎
名
と
岩
淵
の
作
品
の
他
に
、
仙
台
の
松
本
敬
助
、
古

川
の
大
友
正
名
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。土
の
匂
い
を
感
じ
さ
せ
る
叙
情
的
な
農
村
風
景
と
雪
景
色【
図
３
―
５
】は
、

昭
和
戦
前
期
の
東
北
の
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
の
典
型
で
あ
り
、
新
聞
社
が
歳
時
記
と
し
て
求
め
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
で
も
あ
っ

た
と
想
像
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
出
席
者
の
星
は
、
郡
山
市
生
ま
れ
で
、
東
北
帝
大
医
学
部
を
卒
業
し
て
同
大
に
勤
務
し
、
後
に
岩
手
医
科
大
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図３ 椎名長吉《農婦の生命》
『芸術写真 作品と作法』
（アサヒカメラ編集、
朝日新聞社、1937 年）

図５ 大友正名《冬景》
『アサヒカメラ』
1938 年 2 月号

図４ 岩淵友義《はなし》
『アサヒカメラ』1938 年 2 月号
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学
教
授
と
な
っ
た
眼
科
医
の
今
泉
亀
撤（
一
九
〇
七
―
二
〇
〇
九
）で
あ
る
。
後
年
、今
泉
家
の
養
子
と
な
り
姓
を
改
め
た
。

美
術
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
、
二
〇
一
八
年
に
郡
山
市
美
術
館
が
特
別
展
と
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
貌
を
紹
介

し
て
い
る
。
こ
の
展
覧
会
を
担
当
し
た
同
館
の
菅
野
洋
人
学
芸
員
に
よ
れ
ば
、
今
泉
は
、
中
学
、
旧
制
高
校
時
代
か
ら
写

真
に
熱
中
し
、東
北
帝
大
時
代
に
は
大
武
写
真
館
で
写
真
を
学
ん
で
お
り
、「
カ
メ
ラ
熱
は
生
涯
冷
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」

と
い
う

７
。
一
九
三
一
年
か
ら
終
戦
ま
で
仙
台
に
住
み
、『
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
』
の
座
談
会
は
東
北
帝
大
医
局
に
在
籍
し
て

い
た
頃
で
、
翌
々
年
に
は
助
教
授
と
な
っ
て
い
る
。

戦
後
の
一
九
五
三
年
、
岩
手
医
大
に
移
っ
て
か
ら
、
大
戦
中
に
中
国
で
撮
影
し
た
ネ
ガ
を
写
真
の
師
で
あ
る
花
巻
市
の

内
村
皓
一
が
プ
リ
ン
ト
し
て
、
個
展
「
大
陸
写
真
展
」
を
盛
岡
市
松
屋
で
開
催
し
た
。
こ
の
個
展
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
寄

稿
し
た
画
家
の
深
沢
省
三
は
「
絵
画
的
」
と
、
写
真
家
の
唐
武
は
「
豊
か
な
詩
情
」
と
、
師
匠
の
内
村
は
「
仙
台
光
画
会

在
籍
時
代
か
ら
の
老
練
且
つ
円
熟
し
た
感
覚
」
と
評
し
、
主
催
の
岩
手
日
報
社
は
「
芸
術
写
真
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
単

な
る
風
物
写
真
の
展
示
で
は
な
く
、創
造
的
な
写
真
作
品
展
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
内
村
が
記
す
「
仙
台
光
画
会
」

の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

田
中
文
二
郎
と
と
も
に
仙
台
写
真
同
好
会
の
代
表
に
名
を
連
ね
る
半
沢
正
二
郎
は
、
今
泉
の
先
輩
に
あ
た
る
仙
台
医
学

専
門
学
校
（
現
東
北
大
医
学
部
）
卒
の
眼
科
医
半
沢
正
二
郎
（
一
八
九
三
―
一
九
八
三
）
と
思
わ
れ
る
。
魯
迅
研
究
者
と

し
て
知
ら
れ
、
後
年
は
仙
台
市
中
央
公
民
館
長
も
つ
と
め
て
い
る

８
。

一
九
三
五
年
に
全
日
本
学
生
写
真
連
盟
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
仙
台
に
あ
っ
た
旧
制
二
高
の
『
明
善
寮
報
』
を
辿
る
と

三
二
年
頃
に
は
写
真
部
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
も
絶
え
る
こ
と
な
く
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
高
校
時
代
か
ら
コ

ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
い
た
今
泉
亀
撤
の
よ
う
に
学
生
た
ち
も
カ
メ
ラ
を
所
有
し
、
単
な
る
記
録
に
と
ど
ま
ら
な
い
創
作
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活
動
を
展
開
し
て
い
た
よ
う
だ
。
学
都
仙
台
に
お
け
る
学
生
写
真
も
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て

い
た
だ
ろ
う
。

大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
宮
城
県
内
最
多
の
会
員
数
だ
っ
た
石
巻
写
真
倶
楽
部
の
代
表
は
、
味

商
を
営
む
毛
利
理
惣

治
の
次
男
で
、
後
年
理
惣
治
を
襲
名
し
た
総
一
郎
（
一
八
九
六
―
一
九
六
五
）
で
あ
ろ
う
。
総
一
郎
は
一
九
一
四
年
に
野

球
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
三
一
年
に
は
私
財
を
投
じ
て
日
和
球
場
（
現
石
巻
野
球
場
）
を
建
設
し
た
石
巻
野
球
の
父
と
し
て

知
ら
れ
る
。
未
だ
石
巻
写
真
倶
楽
部
に
関
す
る
資
料
の
発
見
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

明
治
末
か
ら
里
浜
貝
塚
の
発
掘
研
究
に
着
手
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
考
古
、
歴
史
、
民
俗
資
料
を
収
集
し
た
毛
利
総
七

郎
（
一
八
八
八
―
一
九
七
五
）
を
総
一
郎
と
記
す
文
献
も
あ
る
が
、
現
在
石
巻
市
教
育
委
員
会
が
管
理
す
る
総
七
郎
が
遺

し
た
毛
利
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
写
真
や
カ
メ
ラ
に
関
係
す
る
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
毛
利
総
一
郎
と
石
巻
の
ア
マ
チ
ュ

ア
写
真
グ
ル
ー
プ
の
調
査
も
懸
案
で
あ
る
。

３ 

鈴
木
啓
と
気
仙
沼
の
「
趣
光
会
」

気
仙
沼
の
鈴
木
啓
（
一
八
九
二
―
一
九
五
〇
）
は
、
一
九
五
三
年
に
復
刊
し
た
『
芸
術
写
真
研
究
』
の
後
継
誌
『
光

大
』
主
幹
の
桜
井
栄
一
氏
と
萩
谷
剛
氏
に
よ
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
が
確
認
さ
れ
、再
評
価
さ
れ
た
写
真
家
で
あ
る
。

二
〇
一
四
年
に
G
A
L
L
E
R
Y 

C
O
S
M
O
S
（
東
京
都
目
黒
区
）
で
「
P
I
C
T
R
I
A
L
I
S
T 

鈴
木
啓 

写

真
画
」
展
が
開
催
さ
れ
、同
名
の
作
品
集

９
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
翌
一
五
年
に
は
プ
ロ
ラ
ボ
の
写
真
弘
社
が
カ
レ
ン
ダ
ー

「
2
0
1
6 

A 

C
O
L
L
E
C
T
I
O
N 

O
F 

P
H
O
T
P
G
R
A
P
H
S 

鈴
木
啓
」
を
企
画
、
頒
布
し
、
写
真
史
に

関
心
を
も
つ
人
々
が
改
め
て
そ
の
作
品
群
を
知
っ
た
。
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鈴
木
啓
は
登
米
町
生
ま
れ
で
、
旧
姓
は
渡
邊
。
一
九
一
九
年
に
結
婚
し
て
気
仙
沼
の
鈴
木
金
物
店
の
養
子
と
な
っ
た
頃

か
ら
写
真
に
興
味
を
も
ち
、
二
二
年
三
月
に
同
地
で
結
成
さ
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
グ
ル
ー
プ
趣
光
会
の
結
成
に
参
加
し

て
い
る
。

趣
光
会
の
会
長
は
、
結
成
の
翌
月
に
第
六
代
気
仙
沼
町
長
と
な
る
新
沼
綱
五
郎
。
一
九
二
五
年
の
時
点
で
の
会
員
は

二
〇
名
で
、
鈴
木
の
ほ
か
、
畠
山
五
郎
、
梁
川
常
三
郎
、
三
上
善
之
助
、
猪
狩
兼
治
、
猪
狩
勝
治
、
濵
田
茂
七
ら
の
名
が

主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
記
録
に
残
っ
て
い
る
。
因
み
に
、
梁
川
は
南
町
で
割
烹
古
川
家
を
経
営
、
三
上
は
八
日
町
に
眼
科

を
開
業
し
て
い
た
医
師
で
あ
る
。

『
ア
ル
ス
写
真
年
鑑 
一
九
二
六
年
版
』
に
は
、
千
葉
仙
、
田
中
文
二
郎
、
針
生
権
六
の
仙
台
勢
三
名
の
作
品
が
選
抜
さ

れ
て
い
る
が
、
同
年
鑑
の
翌
号
と
な
る
一
九
二
八
年
版
に
は
、
仙
台
勢
の
掲
載
は
な
く
、
鈴
木
の
《
冬
景
色
》、
畠
山
の

《
晩
秋
夕
陽
》、
梁
川
の
《
青
根
温
泉
》
と
三
名
の
趣
光
会
会
員
の
作
品
が
選
ば
れ
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
。
同
年
鑑
の
記
録
に
よ
る
と
、
一
九
二
六
年
一
一
月
九
日
か
ら
五
日
間
、
趣
光
会
第
二
回
展
を
町
内
で
開

催
し
て
会
員
作
品
五
五
点
を
展
示
し
、
翌
二
七
年
は
一
二
月
七
日
か
ら
三
日
間
、
町
内
の
丸
井
呉
服
店
で
作
品
展
を
開
催

し
て
い
る
。
他
に
宮
城
県
内
グ
ル
ー
プ
の
記
録
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
趣
光
会
の
活
動
が
目
立
っ
て
い
る
。

尤
も
気
仙
沼
の
鈴
木
啓
や
畠
山
五
郎
は
、ア
ル
ス
刊
行
の『
カ
メ
ラ
』誌
の
常
連
投
稿
者
で
あ
り
、編
集
人
で
選
者
で
あ
っ

た
中
嶋
謙
吉
か
ら
指
導
、
助
言
を
受
け
る
な
ど
の
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
年
鑑
の
編
集
部
（
中
嶋
）
も
趣
光
会
に

は
注
目
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
一
九
二
八
年
に
中
嶋
が
ア
ル
ス
か
ら
独
立
し
て
光
大
社
を
設
立
し
、
関
東
大
震
災
後

に
『
カ
メ
ラ
』
誌
に
吸
収
合
併
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
『
芸
術
写
真
研
究
』
を
一
九
二
九
年
に
復
刊
す
る
と
、
趣
光
会
の

全
員
が
誌
友
に
な
っ
た
と
い
う

10
。
こ
の
頃
か
ら
、『
芸
術
写
真
研
究
』
が
一
九
四
一
年
に
戦
時
の
雑
誌
統
合
が
行
わ
れ
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て
終
刊
と
な
る
ま
で
、
鈴
木
は
写
真
だ
け
で
な
く
自
作
の
技
法
解
説
や
近
況
を
綴
っ
た
文
章
も
同
誌
に
投
稿
し
て
い
る
。

一
九
二
八
年
の
第
三
回
日
本
写
真
美
術
展
覧
会（
大
阪
毎
日
新
聞
社
・
東
京
日
日
新
聞
社
主
催
）で
、鈴
木
啓
の《
里
の
春
》

【
図
６
】
が
、
芸
術
写
真
の
部
第
三
科
・
推
薦
、
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
。
荒
木
英
夫
著
『
気
仙
沼
文
化
史
年
表
』（
著

者
発
行
、
二
〇
〇
三
年
）
に
は
、
一
九
二
九
年
の
事
項
と
し
て
「
全
国
芸
術
写
真
展
で
鈴
木
啓
《
田
家
の
朝
》
が
大
臣
賞

受
賞
」（「
大
気
新
聞
」
一
月
四
日
付
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
同
一
の
受
賞
歴
と
思
わ
れ
る
。

鈴
木
は
一
九
五
〇
年
に
死
去
し
、
翌
年
気
仙

沼
市
内
で
遺
作
展
が
開
か
れ
た
。
歿
後
、
地

元
で
も
戦
前
に
芸
術
写
真
展
で
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
鈴
木
啓
の
記
憶
は

し
だ
い
に
薄
れ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、

一
九
九
四
年
に
桜
井
、萩
谷
両
氏
の
調
査
に
よ
っ

て
遺
作
が
確
認
さ
れ
、
近
年
の
ピ
ク
ト
リ
ア
リ

ズ
ム
写
真
の
研
究
の
広
が
り
の
中
で
、
今
日
の

再
評
価
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
本
章
の
初
め
に

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

鈴
木
の
作
品
は
、
ソ
フ
ト
フ
ォ
ー
カ
ス
傾
向

の
レ
ン
ズ
で
撮
影
し
た
原
版
を
も
と
に
、
暗
室

操
作
で
部
分
の
高
倍
率
引
伸
し
や
印
画
紙
を
ま

図６ 鈴木啓《里の春》
『芸術写真研究』1929 年 4 月号
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る
め
て
粗
い
粒
子
の
歪
ん
だ
印
画
を
作
成
し
、
さ
ら
に
顔
料
で
着
色
し
て

仕
上
げ
る
絵
画
的
で
巧
芸
的
な
写
真
で
あ
る
【
図
７
―
９
】。
身
近
な
気
仙

沼
の
港
や
近
郊
の
農
村
を
被
写
体
に
し
て
、
郷
愁
を
誘
う
夢
幻
的
な
情
景

の
写
真
画
像
を
長
年
に
渡
っ
て
追
い
求
め
て
い
る
が
、
印
画
技
術
へ
の
深

い
関
心
が
う
か
が
え
る
作
品
群
だ
。

鈴
木
啓
と
趣
光
会
の
活
動
は
、
昭
和
戦
前
期
に
集
中
し
て
い
る
。
前
記

し
た
写
真
弘
社
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
解
説
の
中
で
、
萩
谷
剛
氏
は
「
昭
和
初

期
の
気
仙
沼
は
ま
さ
に
転
換
期
を
迎
え
て
い
た
。（
中
略
）
一
九
二
九
年
に

は
大
船
渡
線
が
開
通
し
、
一
挙
に
街
は
活
気
付
き
、
人
の
往
来
も
変
化
し

て
き
た
。
鈴
木
啓
は
そ
れ
を
敏
感
に
感
じ
新
規
（
マ
マ
）
な
事
物
と
そ
れ

に
伴
う
人
々
を
多
く
作
品
に
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
中
、
自
分

自
身
の
記
憶
に
あ
る
、
変
わ
ら
な
い
気
仙
沼
の
農
村
の
家
々
や
人
の
営
み

に
カ
メ
ラ
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
」
と
時
代
背
景
に
言
及
し
て
い
る
。
鈴

木
た
ち
が
芸
術
写
真
に
熱
中
し
た
昭
和
戦
前
期
の
気
仙
沼
の
文
化
状
況
に

触
れ
て
お
こ
う
。

新
興
の
芸
術
運
動
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
の
が
、
一
九
三
〇
年
三
月
に
結

成
さ
れ
、
戦
後
の
一
九
五
一
年
に
解
散
し
た
気
仙
沼
自
由
芸
術
協
会
で
あ

る
。
創
立
メ
ン
バ
ー
は
、
文
人
で
「
大
気
新
聞
」
の
記
者
を
つ
と
め
、
後

図８ 鈴木啓《気仙沼海岸》
1930 年

図７ 鈴木啓《雪の村》
『芸術写真研究』1929 年 5 月号
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年
に
気
仙
沼
図
書
館
の
館
長
と
な
る
菅
野
青
顔
、
画
家
で
画
塾
を
主
宰
し
た
広

野
重
雄
な
ど
で
、
文
学
、
美
術
、
音
楽
、
演
劇
な
ど
の
創
作
表
現
に
携
わ
っ
て

い
た
り
関
心
を
抱
く
会
員
三
〇
名
が
集
ま
っ
た
。
一
九
三
四
年
と
四
一
年
の
二

度
、
ダ
ダ
イ
ス
ト
辻
潤
を
例
会
に
招
き
、
辻
の
歿
後
は
、
菅
野
が
勤
務
す
る
図

書
館
で
遺
墨
展
を
開
催
す
る
な
ど
辻
に
心
酔
し
、「
何
も
の
に
も
捉
わ
れ
な
い
」

「
全
き
自
由
（
＝
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
）」
な
芸
術
表
現
を
志
向
す
る
人
々
の
集
ま

り
だ
っ
た
。
戦
後
ま
で
続
い
た
気
仙
沼
自
由
芸
術
協
会
は
、辻
潤
と
親
交
の
あ
っ

た
読
売
新
聞
副
主
筆
の
松
尾
邦
之
助
ら
が
結
成
し
た
自
由
ク
ラ
ブ
に
合
流
し
た

の
ち
、
一
九
五
一
年
に
解
散
し
て
い
る
。

自
由
芸
術
協
会
の
周
辺
に
は
、
一
九
二
五
年
創
立
の
ぼ
ろ
じ
ん
、
一
九
三
〇

年
創
立
の
う
ん
ぬ
ん
社
、
一
九
三
四
年
創
立
の
あ
る
む
会
、
一
九
三
六
年
に
復

活
し
た
行
人
社
（
創
立
は
一
九
一
四
年
）
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
『BO

RO
ZIN

』『
云
云
』『A L M
』『
行
人
』
と
い
う
同
人
誌
を
発
行
し
て
い
た
。
一
九
五
三
年
刊
行
の
『
気
仙
沼
町
誌
』

第
一
二
章
文
化
の
頁
（
執
筆
は
菅
野
青
顔
か
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
う
ち
『BO

RO
ZIN

』
は
「
安
寧
秩
序
を
害
す
と
し
て

罰
金
刑
を
受
け
」
廃
刊
に
な
っ
た
と
い
う
か
ら
、
表
現
の
過
激
さ
が
う
か
が
え
よ
う
。

一
九
三
六
年
復
刊
の
『
行
人
』
に
つ
い
て
、
前
掲
『
気
仙
沼
町
誌
』
に
は
、「
一
冊
ご
と
カ
ッ
ト
代
り
に
違
っ
た
種
々

な
芸
術
写
真
を
貼
り
付
け
る
と
い
う
凝
っ
た
も
の
（
中
略
）
印
刷
が
お
手
の
も
の
だ
け
に
高
踏
的
な
編
集
ぶ
り
」
と
い
う

記
述
が
あ
る
。
残
念
な
が
ら
芸
術
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
『
行
人
』
は
未
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
菅
野
青
顔
や
百
姓
画
家

図９ 鈴木啓《ミス八瀬》1936 年
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を
名
乗
っ
た
小
山
武
雄
、
田
園
歌
人
熊
谷
武
雄
ら
が
参
加
し
て
い
た
行
人
社
の
同
人
の
中
に
、
趣
光
会
の
会
員
は
見
出
せ

な
い
。
行
人
社
の
設
立
会
員
の
広
野
貞
助
（
太
兵
衛
）
が
、
一
九
二
二
年
に
自
家
現
像
で
活
動
写
真
を
制
作
す
る
ほ
ど
写

真
に
詳
し
か
っ
た
と
い
う
証
言

11
か
ら
、
広
野
が
関
係
し
て
い
た
の
で
は
と
推
察
さ
れ
る
。
長
尺
シ
ネ
フ
ィ
ル
ム
を
自
家

現
像
す
る
ほ
ど
の
技
術
を
持
っ
て
い
た
広
野
貞
助
は
、
映
画
館
や
運
輸
会
社
を
経
営
す
る
実
業
家
で
あ
り
、
同
人
誌
の
印

刷
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
の
事
務
所
と
も
な
っ
て
い
た
麻
屋
印
刷
所
も
広
野
家
が
経
営
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
の
気
仙
沼
の
人
口
は
、
お
お
よ
そ
三
万
五
千
人
。
結
成
時
期
が
八
年
違
う
も
の
の
趣
光
会
と
自
由
芸
術
協

会
は
活
動
し
た
時
代
と
場
を
共
有
し
て
い
る
。「
ベ
ス
単
フ
ー
ド
外
し
」「
雑
巾
が
け
」
と
い
う
業
界
用
語
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
な
、
定
型
化
、
様
式
化
と
見
做
さ
れ
か
ね
な
い
技
巧
を
使
っ
て
農
村
を
被
写
体
に
し
た
絵
画
的
風
景
写
真
を
創
作
し

て
い
た
人
々
と
、
ダ
ダ
イ
ズ
ム
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
い
っ
た
前
衛
思
想
に
惹
か
れ
た
人
々
の
接
点
に
興
味
が
わ
く
。

４

櫻
井
一
郎
と
阿
部
徹
雄
―
宮
城
県
出
身
の
職
業
写
真
家

大
正
か
ら
昭
和
前
期
に
活
躍
し
た
宮
城
県
ゆ
か
り
の
職
業
写
真
家
の
ひ
と
り
と
し
て
、
櫻
井
一
郎
（
一
八
九
三
―

一
九
二
八
）
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
。
櫻
井
の
写
真
は
、
二
〇
一
七
年
に
名
古
屋
市
美
術
館
が
企
画
し
た
「
異
郷
の
モ
ダ
ニ

ズ
ム
―
満
洲
写
真
全
史
」
展
で
紹
介
さ
れ
、
翌
年
、
宮
城
県
内
の
大
崎
市
に
あ
る
吉
野
作
造
記
念
館
に
お
い
て
も
「
写
真

展

櫻
井
一
郎
が
見
た
満
洲
」
と
し
て
展
示
さ
れ
た
。
以
下
に
述
べ
る
櫻
井
の
経
歴
と
業
績
は
、
名
古
屋
市
美
の
「
異
郷

の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
展
図
録
掲
載
の
竹
葉
丈
氏
の
論
文

12
に
拠
っ
て
い
る
。

多
賀
城
に
生
ま
れ
た
櫻
井
は
、
仙
台
の
私
塾
に
通
っ
て
い
た
頃
に
趣
味
で
写
真
を
は
じ
め
た
。
遠
洋
漁
業
で
財
を
な
し

た
伯
父
の
支
援
を
受
け
て
、
一
九
一
五
年
、
二
二
歳
の
と
き
に
、
当
時
実
質
的
に
日
本
の
支
配
下
と
な
っ
て
い
た
中
国
の
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大
連
に
渡
っ
て
大
陸
の
風
物
に
接
す
る
。
一
旦
帰
国
後
、
一
九
二
一
年
に
再
度
大
連
に
赴
き
、
中
国
北
東
部
と
モ
ン
ゴ
ル

な
ど
満
蒙
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域
の
自
然
風
景
、
遺
跡
、
歴
史
的
建
造
物
、
民
衆
の
風
俗
な
ど
の
写
真
撮
影
に
着
手
し
た
。

櫻
井
の
写
真
取
材
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
（
満
鉄
）
の
内
地
向
け
広
報
・
宣
伝
活
動
だ
っ
た
。

宣
材
写
真
の
提
供
で
満
鉄
と
関
係
を
築
い
た
櫻
井
は
、
満
蒙
の
風
物
を
紹
介
す
る
写
真
集
の
企
画
を
発
案
し
て
一
九
二
三

年
、
大
連
に
満
蒙
印
画
協
会
を
設
立
し
、
会
員
を
募
っ
て
翌
年
か
ら
月
刊
写
真
集
『
満
蒙
印
画
輯
』
を
限
定
頒
布
す
る
事

業
を
開
始
し
て
い
る
。
キ
ャ
ビ
ネ
判
印
画
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
）
一
〇
枚
と
解
説
箋
を
両
面
に
貼
付
し
た
台
紙
五
枚

を
一
セ
ッ
ト
と
し
て
、
毎
月
一
回
、
会
員
向
け
に
配
布
し
、
一
年
後
に
送
ら
れ
て
く
る
表
紙
、
裏
表
紙
に
綴
じ
込
む
と
写

真
集
が
完
結
す
る
と
い
う
分
冊
販
売
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。
創
業
一
年
半
で
七
千
人
の
会
員
を
集
め
、
三
千
部
が
内
地
の
中

等
以
上
の
学
校
に
贈
ら
れ
た
と
い
う
。

満
蒙
印
画
協
会
は
一
九
二
六
年
に
亜
東
印
画
協
会
と
改
称
し
、
写
真
集
も
『
亜
東
印
画
輯
』
と
改
題
し
た
。
一
九
二
八

年
の
取
材
は
、
辺
境
の
紛
争
地
帯
に
入
る
も
の
で
、
厳
し
い
撮
影
行
か
ら
大
連
に
帰
還
し
て
の
ち
、
同
年
一
一
月
に
櫻
井

は
病
死
す
る
。
し
か
し
櫻
井
の
死
後
も
協
会
は
存
続
し
、
印
画
輯
は
一
九
四
四
年
ま
で
刊
行
さ
れ
続
け
た
。
竹
葉
丈
氏
は

「
櫻
井
一
郎
が
撮
影
し
た
写
真
に
よ
っ
て
、
満
洲
が
は
じ
め
て
〝
視
覚
化
〟
さ
れ
、
配
信
さ
れ
た
」13

と
総
括
し
て
い
る
。

写
真
集
と
と
も
に
配
布
さ
れ
た
会
員
向
け
機
関
誌
『
足
跡
』『
亜
東
』
に
は
、専
門
家
に
よ
る
本
格
的
な
論
考
も
掲
載
し
、

さ
ら
に
一
九
二
七
年
に
同
協
会
は
『
支
那
研
究
論
叢 

第
一
輯
』
を
出
版
す
る
な
ど
、「
満
洲
に
関
す
る
最
新
の
情
報
と
「
知
」

を
形
成
」14

し
た
業
績
も
見
逃
せ
な
い
。

『
亜
東
印
画
輯
』
は
、
財
団
法
人
東
洋
文
庫
所
蔵
本
の
全
ペ
ー
ジ
と
京
都
大
学
人
文
研
図
書
室
の
所
蔵
本
の
一
部
が
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
現
在
、
東
洋
文
庫
現
代
中
国
研
究
資
料
室
の
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.tbcas.jp/ja/lib/lib3/

）
で
公
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開
さ
れ
て
い
る
。
写
真
集
の
全
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
嬉
し
い
が
、
著
作
権
が
消
滅
し
て
い
る
と
は
い
え
、
サ
イ

ト
内
に
櫻
井
一
郎
に
関
す
る
紹
介
が
無
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

二
〇
一
八
年
一
二
月
の
山
形
大
学
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
、
手
許
に
あ
る
宮
城
県
写
真
史
に
関
連
す
る
資
料
フ
ァ
イ

ル
を
整
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
、「
郷
土
の
名
写
真
家
後
世
に
・
多
賀
城
／
中
国
の
風
俗
、
自
然
五
一
〇
枚
／
作
品
集
出
版

に
奔
走
／
山
大
教
授
荘
司
さ
ん
ら
」
と
い
う
見
出
し
の
『
河
北
新
報
』（
一
九
八
四
年
八
月
二
五
日
付
）
の
記
事
の
コ
ピ
ー

が
出
て
き
た
。
多
賀
城
市
と
塩
竈
市
に
住
む
櫻
井
の
縁
者
が
所
蔵
す
る
写
真
を
、
櫻
井
の
業
績
を
調
べ
て
い
た
当
時
山
形

大
学
人
文
学
部
教
授
（
中
国
文
学
）
で
仙
台
市
在
住
の
荘
司
格
一
氏
が
見
出
し
、「
写
真
集
を
出
版
す
る
な
ど
し
て
、
郷

土
の
偉
人
を
顕
彰
し
た
い
」
と
奔
走
し
て
い
る
、と
い
う
内
容
で
あ
る
。
荘
司
教
授
は
そ
の
後
奥
羽
大
学
の
学
長
に
就
任
。

作
品
集
の
出
版
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
山
形
大
学
の
関
係
者
が
櫻
井
一
郎
の
評
価
の
端
緒
を
開
い
た
こ
と
を
追
記
し
て

お
く
。

も
う
ひ
と
り
、
櫻
井
と
は
二
〇
歳
ほ
ど
年
齢
が
離
れ
る
が
、
戦
前
か
ら
毎
日
新
聞
社
の
写
真
部
員
と
し
て
活
躍
し
た
阿

部
徹
雄
（
一
九
一
四
―
二
〇
〇
七
）
の
名
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
満
鉄
職
員
だ
っ
た
父
の
赴
任
先
の
朝
鮮
で
生
ま
れ
た
阿

部
は
、
父
母
の
実
家
が
あ
る
登
米
町
で
幼
少
期
を
過
ご
し
、
仙
台
第
二
中
学
校
（
現
仙
台
二
高
）
に
進
学
し
た
。

一
九
三
六
年
に
東
京
高
等
工
芸
学
校
（
現
千
葉
大
学
工
学
部
）
印
刷
工
芸
科
を
卒
業
し
、
同
年
東
京
日
日
新
聞
（
現
毎

日
新
聞
社
）
に
入
社
す
る
。
三
九
年
か
ら
三
年
間
、
中
国
広
東
支
局
勤
務
と
な
っ
て
中
国
戦
線
を
取
材
し
、
従
軍
写
真
を

『
寫
眞
文
化
』
誌
等
に
も
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
四
四
年
に
は
海
軍
報
道
班
員
と
し
て
南
方
の
最
前
線
を
取
材
す
る
な
ど
、

戦
時
中
は
戦
地
報
道
の
第
一
線
に
立
っ
て
い
た
。
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戦
後
は
毎
日
新
聞
傘
下
の
「
サ
ン
写
真
新
聞
」
の
写
真
部
長
を
つ
と
め
、
一
九
五
四
年
に
創
刊
す
る
『
カ
メ
ラ
毎
日
』

の
編
集
部
に
も
準
備
期
か
ら
在
籍
し
た
。
そ
の
後
、
写
真
記
者
と
し
て
一
九
七
〇
年
代
ま
で
世
界
各
国
を
め
ぐ
り
、
世
界

史
の
現
場
や
著
名
な
人
物
た
ち
、
自
然
や
文
化
遺
産
を
取
材
し
て
い
る
。

阿
部
の
し
ご
と
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
美
術
の
巨
匠
た
ち
を
訪
ね
て
撮
っ
た
写
真
で
あ
る
。
広
東

支
局
時
代
に
、
作
戦
記
録
画
の
取
材
で
訪
れ
た
藤
田
嗣
治
、
山
口
蓬
春
の
案
内
役
を
二
週
間
ほ
ど
つ
と
め
る
こ
と
が
あ

り
、
特
に
藤
田
に
は
親
し
く
接
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
こ
の
出
会
い
か
ら
約
一
〇
年
が
経
過
し
た
一
九
五
二
年
に
、
阿

部
は
、
新
聞
社
に
在
籍
し
た
ま
ま
、
渡
航
費
用
を
自
己
負
担
し
て
パ
リ
の
藤
田
を
訪
ね
、
ロ
ー
マ
に
も
足
を
の
ば
す
。
藤

田
の
ほ
か
に
、
滞
欧
中
の
堂
本
印
象
、
長
谷
川
路
可
、
青
山
義
雄
ら
の
画
家
に
会
い
、
青
山
の
仲
介
で
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ

ス
に
、
仏
文
学
者
小
松
清
の
仲
介
で
モ
ー
リ
ス
・
ヴ
ラ
マ
ン
ク
に
、
そ
し
て
作
家
で
芸
術
批
評
家
の
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル

ロ
ー
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
の
素
顔
を
カ
メ
ラ
に
収
め
た
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
九
四
九
年
に
発
売
さ
れ
た
ば
か

り
の
国
産
の
富
士
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
を
使
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
レ
ポ
ー
ト
は
『
毎
日
グ
ラ
フ
』『
み
づ

ゑ
』『
美
術
手
帖
』
な
ど
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、
の
ち
に
二
都
市
の
風
景
や
美
術
館
な
ど
の
写
真
も
加
え
て
『
パ
リ
・
ロ
ー

マ 

欧
州
カ
メ
ラ
紀
行
』（
毎
日
新
聞
社
、一
九
五
四
年
／
題
字
＝
里
見
勝
三
）、『
藝
術
の
都 

欧
州
カ
メ
ラ
紀
行
』（
新
潮
社
、

一
九
五
六
年
／
装
丁
＝
東
山
魁
夷
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
製
版
・
印
刷
史
に
も
特
筆
さ
れ
る
豪
華
写
真
集
で
あ
る
。

一
九
五
七
年
か
ら
五
八
年
に
か
け
て
再
び
渡
欧
し
、
当
時
の
彫
刻
界
に
新
風
を
吹
き
込
ん
で
い
た
イ
タ
リ
ア
の
彫
刻
家

た
ち
を
中
心
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
画
家
や
彫
刻
家
、
写
真
家
、
滞
欧
中
の
日
本
人
画
家
を
取
材
し
て
『
現
代
の
造
形 

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
芸
術
家
た
ち
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
五
九
年
）
を
上
梓
し
た
。
同
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
家
は
、
マ
リ
ノ
・

マ
リ
ー
ニ
、
荻
須
高
徳
、
ペ
リ
ク
レ
・
フ
ァ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
、
ジ
ャ
コ
モ
・
マ
ン
ズ
ー
、
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
ア
ノ
ー
、
浜
口
陽
三
、
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ジ
ャ
ン
・
カ
ル
ズ
ー
、
オ
シ
ッ
プ
・
ザ
ッ
キ
ン
、
エ
ミ
リ
オ
・
グ
レ
コ
、
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
ブ
ー
バ
、
堂
本
尚
郎
、
土
橋

醇
、
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
ト
、
ピ
エ
ー
ル
・
ス
ー
ラ
ー
ジ
ュ
、
ア
ン
ト
ニ
・
ク
ラ
ー
ベ
（
掲
載
順
）
と
い
う
錚
々

た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
人
脈
と
取
材
交
渉
に
制
約
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
Ｒ
・
ド
ア
ノ
ー
、
Ｅ
・
ブ
ー
バ
、
Ｏ
・
シ
ュ
タ

イ
ナ
ー
ト
と
い
う
写
真
家
の
と
り
あ
わ
せ
に
、
阿
部
の
写
真
観
が
う
か
が
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
花
巻
に
疎
開
し
て
い
た
高
村
光
太
郎
や
一
九
五
〇
年
代
に
来
日
し
た
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
な
ど
の
姿
も

撮
影
し
て
い
る
。
近
年
、
こ
こ
に
掲
げ
た
作
家
た
ち
の
作
品
を
紹
介
す
る
展
覧
会
の
会
場
や
そ
の
図
録
で
阿
部
の
写
真
を

目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
阿
部
徹
雄
が
撮
っ
た
浜
口
陽
三 

一
九
五
八 

パ
リ
」（
ミ
ュ
ゼ

浜
口
陽
三
・
ヤ
マ
サ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
二
〇
一
一
年
）
と
い
っ
た
企
画
展
示
も
行
わ
れ
て
い
る
。
写
さ
れ
た
作
家
た
ち
の

研
究
資
料
と
し
て
の
価
値
も
高
い
写
真
で
あ
る
。
阿
部
は
日
本
の
ア
ー
ト
・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
フ
ォ
ト
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
九
五
二
年
の
渡
欧
取
材
の
成
果
は
、
歿
後
、
子
息
の
阿
部
力
氏
の
編

集
に
よ
り
『
１
９
５
２
年
の
マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ラ
マ
ン
ク
そ
し
て
フ
ジ
タ = 

M
atisse, Vlam

inck and Foujita in 1952
』（
阿
部
徹
雄
著
、
阿
部
力

編
集
・
発
行
、
二
〇
一
四
年
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
収
録

さ
れ
て
い
る
ニ
ー
ス
で
撮
ら
れ
た
マ
チ
ス
の
写
真
の
中
に
、
日
本
か
ら
お

土
産
に
持
参
し
た
風
鈴
が
写
っ
て
い
る
カ
ッ
ト
【
図
10
】
が
あ
る
の
だ
が
、

こ
の
鋳
鉄
製
の
風
鈴
は
、
阿
部
が
幼
少
期
を
過
ご
し
た
登
米
町
の
伝
統
工

芸
品
「
松
笠
風
鈴
」
で
あ
る
。
私
事
な
が
ら
筆
者
も
現
登
米
市
の
生
ま
れ

図 10 阿部徹雄
《日本から持参したお土産の
砂鉄製の風鈴を眺めるマティス》
1952 年（オリジナルはカラー）
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で
あ
り
、
近
代
絵
画
の
巨
匠
マ
テ
ィ
ス
と

登
米
町
と
の
出
会
い
に
驚
か
さ
れ
、
感
動

を
覚
え
た
。

一
九
四
三
年
の
正
月
に
、
阿
部
が
帰
省
し

た
折
に
撮
っ
た
登
米
町
と
仙
台
市
の
写
真

が
遺
さ
れ
て
い
る
。
現
在
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
旧
登
米
小
学
校
（
当
時

は
国
民
学
校
）
の
校
門
に
掲
げ
ら
れ
た
国

旗
と
「
皇
紀
二
千
六
百
三
年
を
迎
え
（
中
略
）

さ
あ
二
年
目
も
勝
ち
抜
く
ぞ
」
と
チ
ョ
ー
ク

で
書
か
れ
た
黒
板
を
撮
っ
た
写
真
【
図
11
】

は
、
ま
さ
に
フ
ォ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
視
線
で
あ
る
。
ま
た
校
庭
で
無
邪
気
に

遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
【
図
12
】
や
、
生

活
感
が
漂
う
町
内
、
市
内
の
風
景
の
ス
ナ
ッ

プ
・
シ
ョ
ッ
ト
【
図
13
】
に
は
、
故
郷
を

見
つ
め
る
暖
か
な
眼
差
し
と
と
も
に
、
構

図
や
光
の
扱
い
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス

図 11 阿部徹雄
《宮城県登米町国民学校の
正門と掲示板》1943 年

図 12 阿部徹雄
《宮城県登米町国民学校の校庭
で遊ぶ子どもたち》1943 年

図 13 阿部徹雄
《仙台市内の銭湯》1943 年

図 10 ～ 13 ©Succession Tetsuo Abe
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な
ど
、プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
熟
達
し
た
技
術
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
登
米
や
仙
台
な
ど
東
北
地
方
の
写
真
も
含
め
て
、

戦
前
、
戦
中
に
従
軍
記
者
と
し
て
撮
影
し
た
写
真
か
ら
一
九
七
〇
年
代
の
海
外
取
材
ま
で
、
阿
部
が
撮
っ
た
膨
大
な
写
真

は
、毎
日
新
聞
社
が
運
営
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス「
毎
日
フ
ォ
ト
バ
ン
ク
」（https://photobank.m

ainichi.co.jp

）内
の「
阿

部
徹
雄
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
九
月
現
在
一
一
五
四
点
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

宮
城
県
を
離
れ
て
活
躍
し
、
故
郷
と
も
疎
遠
に
な
っ
た
た
め
に
、
地
元
で
そ
の
業
績
を
知
る
人
も
少
な
い
ふ
た
り
の
写

真
家
を
紹
介
し
た
。
櫻
井
一
郎
、
阿
部
徹
雄
の
ほ
か
に
も
大
正
か
ら
昭
和
の
時
代
に
優
れ
た
し
ご
と
を
残
し
た
宮
城
県
ゆ

か
り
の
写
真
家
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

明
治
末
年
に
宮
城
県
で
生
ま
れ
た
宮
城
輝
夫
（
一
九
一
二
―
二
〇
〇
二
）
と
佐
藤
忠
良
（
一
九
一
二
―
二
〇
一
一
）、

ふ
た
り
の
美
術
家
と
写
真
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
メ
モ
を
記
し
て
お
こ
う
。

白
石
で
生
ま
れ
た
宮
城
輝
夫
は
白
石
中
学
を
卒
業
後
、
画
家
を
め
ざ
し
て
一
九
二
九
年
に
上
京
し
、
川
口
軌
外
に
師
事

し
た
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
影
響
を
受
け
て
、
三
七
年
に
新
造
型
美
術
協
会
に
参
加
し
て
い
る
。
戦
時
中
に
白
石
に
戻

り
、
一
九
五
三
年
に
仙
台
で
グ
ル
ー
プ
「
エ
ス
プ
リ
・
ヌ
ウ
ヴ
オ
」
を
結
成
し
、
宮
城
県
の
前
衛
美
術
運
動
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
解
散
後
は
団
体
に
属
さ
ず
、
宮
城
高
専
（
現
仙
台
高
専
）
や
三
島
学
園
女
子
短
期
大
学
（
現
東
北

生
活
文
化
大
学
）
の
教
員
を
務
め
な
が
ら
、
晩
年
ま
で
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
精
神
を
貫
く
創
作
活
動
を
展
開
し
た
。

戦
前
の
東
京
時
代
、
宮
城
は
一
九
三
八
年
に
瀧
口
修
造
、
永
田
一
脩
、
奈
良
原
弘
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
前
衛
写
真

協
会
に
加
わ
っ
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、
田
中
雅
夫
、
濱
谷
浩
の
兄
弟

15
を
は
じ
め
と
す
る
写
真
家
だ
け
で
な
く
、
阿
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部
展
也
、
森
堯
之
な
ど
の
画
家
も
多
数
集
っ
て
お
り
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
傾
倒
す
る
画
家
た
ち
が
写
真
に
深
い
関
心

を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
時
期
の
宮
城
の
写
真
作
品
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
一
九
三
九
年
の
《
自
画
像
》【
図
14
】
の
み
で
あ
る
。
戦
後

は
画
家
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
写
真
作
品
の
発
表
歴
は
な
く
、
歿
後
に
宮
城
県
丸
森
町
に
一
括
寄
贈
さ
れ
た
遺
作
、
遺

品
の
中
に
も
写
真
作
品
は
な
い
。
宮
城
輝
夫
が
中
心
に
な
っ
て
い

た
エ
ス
プ
リ
・
ヌ
ウ
ボ
オ
の
会
員
に
は
、
第
一
章
で
紹
介
し
た
大

武
写
真
館
を
継
い
だ
小
関
四
郎
や
、
カ
メ
ラ
雑
誌
で
も
活
躍
し
て

い
た
プ
ロ
写
真
家
の
小
野
幹
ら
が
お
り
、
あ
え
て
専
門
外
の
写
真

作
品
に
取
り
組
も
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察

さ
れ
る
。

し
か
し
、
全
く
写
真
を
や
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
八
〇
年

代
以
降
に
発
表
し
た
一
五
〇
―
二
〇
〇
号
サ
イ
ズ
の
大
画
面
ロ
ー

ル
カ
ン
ヴ
ァ
ス
（
枠
に
張
ら
な
い
）
絵
画
は
、
原
画
を
複
写
し
た

ス
ラ
イ
ド
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
拡
大
投
影
し
て
描
い
た
も
の
で
、

そ
の
過
程
で
マ
ク
ロ
レ
ン
ズ
付
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
用
い
て
い
る
。

同
じ
頃
、
マ
ク
ロ
レ
ン
ズ
の
接
写
機
能
が
気
に
入
っ
た
の
か
、
身

辺
に
見
出
し
た
小
さ
な
オ
ブ
ジ
ェ
や
異
形
の
植
物
な
ど
を
ク
ロ
ー

ズ
・
ア
ッ
プ
で
撮
影
し
、
と
き
に
は
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
判
印
画
紙
に

図 14 宮城輝夫《自画像》
『フォトタイムス』1939 年 2 月号
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プ
リ
ン
ト
し
て
葉
書
と
し
て
使
っ
て
い
た
【
図
15
】16

。

生
前
に
前
衛
写
真
協
会
の
話
を
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
が
、

マ
ン
・
レ
イ
の
映
画
上
映
会
で
同
席
し
た
折
に
「
マ
ン
・
レ
イ

の
写
真
よ
り
、
ヴ
ォ
ル
ス
の
写
真
が
い
い
ね
」
と
語
っ
て
い
た

の
を
記
憶
し
て
い
る
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
名
を
残
す

宮
城
輝
夫
が
、
戦
前
に
前
衛
写
真
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
て
瀧
口

修
造
や
濱
谷
浩
ら
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

意
外
か
も
し
れ
な
い
が
、
彫
刻
家
の
佐
藤
忠
良
が
実
験
的
写

真
表
現
を
試
み
た
作
例
が
あ
る
。
佐
藤
は
、
大
和
町
で
生
ま

れ
、
東
京
美
術
学
校
卒
業
後
に
新
制
作
協
会
の
彫
刻
部
創
立
に

参
加
し
、
戦
後
日
本
の
具
象
彫
刻
の
第
一
人
者
と
な
っ
た
。
ロ

ン
グ
セ
ラ
ー
絵
本
『
お
お
き
な
か
ぶ
』（
福
音
館
書
店
、
初
版

一
九
六
五
年
）
の
画
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
宮
城
県
美
術
館
に

記
念
館
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
大

衆
機
種
と
し
て
人
気
を
博
し
た
二
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
・
リ
コ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
の
撮
影
技
法
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
渡
辺
俊
雄

17
著

『RICO
H

 FLEX

の
前
進
』（
十
字
文
庫
２
、東
京
十
字
社
、一
九
五
四
年
）と
い
う
冊
子
。
表
紙
と
、光
画
法
と
い
う
項
目
に
、

佐
藤
忠
良
の
ラ
イ
ト
・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
が
見
本
作
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
【
図
16
―
18
】。
長
時
間
露
光
中
に
ペ
ン

図 15 宮城輝夫のポストカード・プリント
（筆者宛 1986 年消印・オリジナルはカラー）
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図 16 表紙

『RICOH FLEX の前進』
佐藤忠良＋渡辺俊雄によるライト・ドローイング 1954 年

図 17図 18
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ラ
イ
ト
の
光
跡
で
線
画
を
描
く
写
真
は
、
ピ
カ
ソ
と
ジ
ョ
ン
・
ミ
リ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
試
み
て
き
た
二
〇
世
紀
半
ば
に
広
が
っ
た
美
術
的
な
写
真
表
現
で
あ
る
。
佐
藤
の
記
憶
に
よ
る
と
、
同

書
が
出
版
さ
れ
た
頃
に
、
近
所
に
住
ん
で
い
た
渡
辺
氏
の
依
頼
で
撮
影
に
協
力
し
た
も
の
で
、
も
ち
ろ
ん
ピ
カ
ソ
の
写
真

を
手
本
に
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

佐
藤
は
彫
刻
に
よ
る
人
間
像
の
制
作
を
メ
イ
ン
と
し
な
が
ら
、
数
多
く
の
メ
ダ
ル
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

絵
本
や
挿
絵
、
装
幀
も
手
が
け
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
テ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
冊
子
が
発
行
さ
れ
た
一
九
五
四

年
当
時
、
佐
藤
は
桑
沢
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
の
創
立
に
関
わ
り
、
佐
藤
の
周
り
の
講
師
陣
に
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
亀
倉
雄
策
と

そ
の
親
友
の
写
真
家
土
門
拳
や
、
石
元
泰
博
も
い
た

18
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
桑
沢
洋
子
が
創
立
し
た

こ
の
研
究
所
は
、
日
本
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
を
め
ざ
し
た
教
育
機
関
で
、
佐
藤
も
同
時
代
の
建
築
や
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
写
真

表
現
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
こ
の
ラ
イ
ト
・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
は
、
自
発
的
な
表
現
で
は
な
い
に
し
て
も
、
創
作
活
動

の
足
跡
と
し
て
記
録
し
て
お
き
た
い
画
像
で
あ
る
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
宮
城
輝
夫
の
セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
と
佐
藤
忠
良
の
ラ
イ
ト
・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
は
、
制
作
の
動
機

や
、
作
品
と
し
て
の
文
脈
、
属
性
も
異
に
す
る
も
の
だ
。
し
か
し
、
同
じ
時
代
に
美
術
の
道
を
志
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
絵
画

と
彫
刻
と
い
う
表
現
を
追
求
す
る
過
程
で
、
写
真
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
、
カ
メ
ラ
と
い
う
道
具
に
出
会
い
、
そ
の
表
現
特
性

に
関
心
を
惹
か
れ
た
証
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
宮
城
も
佐
藤
も
、
カ
メ
ラ
、
レ
ン
ズ
の
後
ろ
側
で
は
な
く
、
前
側
に
い
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
た
だ
ろ
う
か
。

写
す
写
真
で
は
な
く
、
撮
ら
れ
る
写
真
で
あ
り
、
つ
く
る
写
真
で
あ
る
。
ふ
た
り
の
写
真
表
現
は
、
た
ま
た
ま
「
宮
城
県

の
美
術
家
」
＋
「
昭
和
」
＋
「
写
真
」
と
い
う
検
索
ワ
ー
ド
を
設
定
す
る
こ
と
で
並
ん
だ
も
の
だ
が
、
対
比
す
る
こ
と
で
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写
真
と
い
う
表
現
媒
体
の
本
質
的
な
構
造
が
見
え
て
く
る
。

本
稿
の
冒
頭
で
、
写
真
に
対
し
て
芸
術
表
現
と
し
て
の
正
当
な
評
価
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
そ
れ
に
伴
う

写
真
作
品
の
亡
失
に
触
れ
た
。
し
か
し
、
大
正
か
ら
昭
和
の
時
代
は
、
プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ
ア
の
作
品
以
上
に
、
私
的
な
家

族
写
真
か
ら
公
的
ア
ル
バ
ム
ま
で
、
記
録
、
記
念
、
思
い
出
と
し
て
の
写
真
―
そ
れ
も
プ
リ
ン
ト
―
が
膨
大
に
残
さ
れ
た

時
代
で
も
あ
る
。
作
品
と
し
て
の
写
真
の
み
を
対
象
と
す
る
狭
義
の
写
真
史
（
＝
写
真
表
現
史
）
と
い
う
視
点
も
重
要
だ

が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
ら
れ
た
「
写
真
文
化
」
と
い
う
枠
組
み
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
検
索
ワ
ー
ド

を
設
定
し
て
、
残
さ
れ
た
写
真
を
読
み
解
い
て
い
く
の
か
が
今
後
の
地
域
写
真
史
研
究
の
課
題
な
の
だ
ろ
う
。

ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
や
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
グ
ル
ー
プ
を
知
る
に
は
、連
絡
先
や
集
会
場
所
と
な
っ
て
い
た
写
真
材
料
店
、

カ
メ
ラ
店
の
調
査
が
糸
口
と
な
る
の
だ
が
、
量
販
店
の
進
出
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
急
速
に
廃
業
す
る
店
舗
が
増
え
、

手
遅
れ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
地
域
写
真
史
研
究
の
基
礎
と
な
る
「
写
真
材
料
商
史
」
や
「
写
真
機
店
史
」
と
い
っ
た
商
業

史
の
デ
ー
タ
収
集
も
急
が
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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１

一
八
七
八
年
に
開
業
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
。『
仙
臺
新
聞
』
一
八
七
八
年
三
月
二
九
日
付
掲
載
の
遠
藤
写
真
館
の
広
告
が
「
移

転
開
業
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
七
六
年
説
を
と
っ
た
。

２

西
村
勇
晴
「
宮
城
県
最
初
の
写
真
家
遠
藤
陸
郎
」『
い
き
い
き
ラ
イ
フ
』
一
七
、
宮
城
い
き
い
き
財
団
、
一
九
九
五
年
七
月

３

伊
藤
民
夫
「
仙
台
映
画
館
変
遷
史
」
集
団M

ISSA

編
集
『
仙
台
映
画
大
全
集
』
プ
レ
ス
ア
ー
ト
、
一
九
八
二
年

４

伊
達
宗
弘
氏
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
留
学
し
、
帰
国
後
は
皇
族
の
通
訳
を
務
め
た
伊
達
寧
裕
（
一
八
六
七
―
一
九
四
五
）
も
写
真
を

趣
味
と
し
、
遺
品
の
中
に
写
真
や
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
牌
な
ど
が
あ
る
と
い
う
。

５

逸
見
英
夫
『
仙
台
は
じ
め
て
物
語
』
創
童
社
、
一
九
九
五
年

６

堀
宣
雄
「
表
現
者
・
小
関
庄
太
郎
―
戦
前
期
の
作
風
展
開
―
」『
光
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

小
関
庄
太
郎
と
日
本
の
芸
術
写
真
』
展

図
録
、
福
島
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
一
年

７

菅
野
洋
人
「
今
泉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」『
眼
の
人 

今
泉
亀
撤
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
展
図
録
、
郡
山
市
美
術
館
、
二
〇
一
八

年
。
菅
野
氏
に
は
一
九
五
三
年
の「
大
陸
写
真
展
」の
資
料
を
提
供
い
た
だ
き
、今
泉
と
写
真
に
つ
い
て
諸
々
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

８

眼
科
医
の
半
沢
正
二
郎
が
写
真
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
確
か
な
資
料
や
証
言
に
出
会
っ
て
い
な
い
の
で
、
同
姓
同
名
の
別
人
の

可
能
性
も
あ
る
。

９

『PICTRIA
LIST 

鈴
木
啓
画
集
』
編
集
・
制
作
・
発
行
者
＝
萩
谷
剛
、
発
行
所
＝
株
式
会
社
コ
ス
モ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、

二
〇
一
四
年

10

萩
谷
剛
「
鈴
木
啓
・
略
歴
と
作
品
」、
カ
レ
ン
ダ
ー
「2016 A CO

LLECTIO
N

 O
F PH

O
TPGRAPH

S 

鈴
木
啓
」
写
真
弘
社
、

二
〇
一
五
年

11

広
野
武
蔵
「
恵
比
寿
館
制
作
活
動
写
真
〈
気
仙
沼
港
・
実
況
〉」『
け
せ
ん
ぬ
ま
写
真
帖
』
気
仙
沼
商
工
会
議
所
、
一
九
七
七
年
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12

竹
葉
丈
「
大
陸
の
風
貌
―
櫻
井
一
郎
と
〈
亜
東
印
画
協
会
〉」『
異
郷
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム 

満
洲
写
真
全
史
』
国
書
刊
行
会
、

二
〇
一
七
年

13

前
掲
註
12
書

14

前
掲
註
12
書

15

本
論
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
が
、
濱
谷
浩
の
弟
濱
谷
了
一
の
著
書
『
双
忘
記
』（
発
行
＝
濱
谷
浩
、
湘
南
文
庫
、
一
九
八
九
年
）

に
よ
れ
ば
、
濱
谷
兄
弟
の
父
は
宮
城
県
北
上
町
十
三
浜
（
現
石
巻
市
）
の
出
身
だ
と
い
う
。

16

宮
城
輝
夫
の
写
真
、
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
、
子
息
の
宮
城
安
総
氏
に
多
く
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

17

一
九
二
〇
年
京
城
生
ま
れ
。
商
社
、
石
油
会
社
勤
務
を
経
て
、
一
九
五
三
年
に
『RICO

H
 FLEX

の
前
進
』、
翌
年
『RICO

H
 

FLEX

の
完
成
』
を
出
版
。
そ
の
後
ア
ジ
ア
の
神
仏
像
や
日
本
の
海
岸
を
撮
影
し
た
作
品
を
発
表
。
横
浜
で
写
真
店
を
営
む
。

18

フ
ラ
ン
ス
国
立
ロ
ダ
ン
美
術
館
（
パ
リ
）
で
の
佐
藤
の
個
展
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
作
品
集
『
佐
藤
忠
良The Sculpture of 

Churyo Sato

』（
現
代
彫
刻
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
二
年
）
は
、
亀
倉
の
造
本
デ
ザ
イ
ン
で
、
石
元
が
撮
影
を
担
当
し
た
。




